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ニンニク栽培における自然崩壊性マルチ資材の崩壊性と収量・品質への影響
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1 はじめに

近年、環境負荷低減と省力化の観′点から、多種多様な

自然崩壊性マルチ資材の開発が進められている。この自

然崩壊性マルチを作付け期間の長いニンニク栽培に供試

し、ニンニク栽培に適する資材の特徴を明らかにした。

また、機械収穫 した場合を想定し、現在普及 しているパ

ワーハーベスタと抜き取 り式の試作収穫機を利用 した際

の、自然崩壊性マルチの適応性を検討 したので報告する。

2 試験方法

試験は、 1999年 10月 から2003年 7月 の 4作につレヽ

て、青森県畑作園芸試験場ほ場 (表層腐植質黒ボク土)

で行つた。

供試品種は、福地ホフイ トで、幅 150 clllの うねに、株

間 15 cm、 条間 25mの 4条植 とし、栽植密度は 1,777株

/aと した。

施月巴量は、堆肥 300■g/a、 苦土石灰 18 kg/a、 熔 りん 9

kg/a、 窒素 25■ノa、 りん酸 30 kg/a、 カロ里 25 kg/aを

全量基肥とした。植付け及び収穫時期は表 1の とお りで

ある。

表 1 植付け及び収穫時期

作期 植付け時期―収穫時期

1999--2000年

2000-2001年
2001-2002年
2002--2003年

10月 6日 -7月 10日

10月 4日 -7月 6日

10月 1l FI-7月 1日

10月 8日 -7月 3日

供試マルチ資材は、微生物分解性資材、紙マルチ及び

光分解性資材について、以下の資材を供試した。

①微生物分解性資材 :ユーペック 憮6」]黒0、 じ林秘チ

御嵯透明 黒0、 キエ丸 卿峰透明 約 、エコグリーン 儒 0、

七●グリーン 保色透D、 サングリーン 憮色透明 黒0、 コーンポ

ー7● 御逸透月、デゲうノオじ́ 御絶透明 黒0
②紙マルチ (自 色)

③光分解性資材 :サンプラック (平し自色,緑色)

④対照 :農業用ポリエチレン (以下、農ポリと略記)(無

倒 駒

(ll試験内容

①物理的特性の測定

19992000年に供試したビオマルチ、キエ丸、セルグ

リーン、デグラノボン、紙及びサンプラックについて、

使用前と収穫時にマルチフィルム15× 5mの試験片)に

ついて、レオメーターにより60m′分の速度で引張荷重

と切断時間を測定した。

②マルチの崩壊特性と収量・品質調査

20002001年、2001‐ 2002年及び 2002‐ 2003年にニン

ニク生育中のマルチフィルムの崩壊程度と収穫したニ

ンニクの収量・品質を調査した

③収穫作業機との適応性

2000年 7月 に供試したビオマルチ他 6資材を除去せ

ずにニンニクハーベスタで収穫作業を行い適応性を検

討した。2003年 7月 にユーペック、サングリーン、及

びサンプラックについて抜き取り式ニンニク収穫機 (S

社及びY社製の試作機)で同様の検討を行った。

3 試験結果及び考察

(1)物 理的特性 (図 1)

使用前の引張荷重は、対照の農ポリと比較して切断荷

重の大きい資材が多かったが、切断までにかかる時間は

短く、伸びが小さかつた。収穫時の引張荷重は、全般的

に小さく、伸びが少なくなる傾向が見られた。

(2)マ ルチフィルムの崩壊特性とニンニク栽培への適応

性 (表 2)

①微生物分解性資材、紙マルチ

ア 越冬中～収穫期前 (6月 中旬)に崩壊の大きい資材

(ビオ●レ六 キ
=旭

セルグリース コーンポリス デグラノボ

ス 紙,レの

紙マルチは越冬期間中の崩壊が大きく、実用性は低

いと考えられた。 ビオマルチ等微生物分解性資材は、

同一資材でも有色系と無色系ではやや異なるが、生育

期間中に崩壊が進みマルチ機能が無くなるため、ニン

ニクの生育が遅れ収量も低下する傾向が見られた。ま

た、崩壊 したマルチ断片が強風等で飛散する可能性が

考えられた。

イ 収穫期 (7月 上旬)近 くに崩壊が進む資材 (ユー

ペ ック、エコグリーン)

収穫期近 くまで崩壊が小さくマルチ機能が保たれ

るため、収量は対照とほぼ同等であつた。マルチの強

度が低下しているので、手取り収穫後にロータリによ

る鋤込みが可能であった。

②光分解性資材 (サ ンプラック)

フィルムの崩壊が小さいので、収量は対照とほぼ同

等であつた。収穫終了後もあまり崩壊せず原型を保つ

ているので、土壌への鋤込みは不適で、農ポリと同様

にマルチ除去作業が必要であつた。

品質は、供試 したいずれの資材とも対照とほとんど差

がなく、特に問題はみられなかった。
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表 2 マルチの崩壊性及び収量

崩壊程度及び収量比
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(注 )l PBS:ボ リブチレンサクシネー ト PCL:ポ リカプロラタトン

2崩壊程度 :― ほとんど崩壊せず、+.++部分的に崩壊、キ++崩 壊

3収量比 :平成 2002年及び 2003年 は無色系マルチは農ポリ (無色透明)、 有色系マルチは農ポリ (黒色)の 収量を 100、 平成 2001年

は無色系・有色系マルチとも農ポリ (無色透明)を 100と した。

4評価 :崩壊捏度、収量性、年次変動からの判断。適用性の高い順にO、 △、 Xの 3段階。

図 1 物理的特性 (一部の資材のみ)

(3)作業機との適応性 (図 2)

ニンニクハーベスタによる収穫作業では、紙以外の資

材は軸に巻き付きマルチをしたままの作業は不可能であ

つた。抜き取り式収穫機による収穫作業では、供試した

3資材とも被覆したままでも作業可能で、微生物分解性

の 2資材は、収穫作業後ロータリによる鋤込みも可能で

あつた。

図 2 機械による収穫作業 (左 :ニンニクハーベスタ、中 :抜き

取り式作業機(S硼 、右 :抜き取り式作業機α4ul)

4 まとめ

以上より、ニンニク栽培には、収穫期 (7月 上旬)頃

まで うね面を被覆 し、かつ崩壊が始まっている微生物分

解性のマルチ資材が適すると思われた。これらのマルチ

資材は抜き取 り式の収穫機を用いて収穫作業ができ、抜

き取り式収穫機とセットで普及の可能性があると思われ

る。
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